
乳児の知覚

この PDF 資料は、kokoronokagaku.fun.ac.jp/に記載されて

いる、乳児の知覚に関わる記事をまとめたものです。

1 概要

乳児の周囲の大人を対象に、乳児が感じている世界につい

て知ってもらうことを目的としています。新しい発見や驚き

から、赤ちゃんへの新しいアプローチのヒントに繋がることを

期待しています。知覚の発達を中心とした、乳児に関わる認知

心理学について紹介しています。知覚を大まかに視覚、聴覚、

共感覚という３つのトピックに分け、簡単に解説しています。

「発展編」「応用編」では、少し難しい表現にはなりますが実験

についてもやや詳しく解説しています。

1.1 乳児の視覚

1. 注意のコントロール

ゴスワミ（Goswami, 2003）によると、乳児は生後３ヶ

月頃から自分の目の動きをコントロールできるようにな

ります。乳児に見える世界は動的で、移り行く視覚情報

をコントロールするためには視覚的出来事（次に何が見

えるか）を予期する必要があります。ゴスワミは、ハイ

スらの研究を紹介しており、ハイスら（Haish, Hazan,

＆ Goodman, 1988 を Goswami, 2003 から引用）は乳

児が視覚的出来事を予期することで、目の動きをコント

ロールできるようになることを示しています。 どんなも

のを見るか、どんなものが見えるか予想できるようにな

ることで、乳児は自分の行動を組み立てることができる

ようになるのです。

2. 再認記憶

ゴスワミ（Goswami, 2003）によると、赤ちゃんは見た

ものの特徴を記憶し、判別することができます。赤ちゃ

んは以前見たものの形、色、大きさを記憶することが可能

です。ゴスワミはブッシュネルらの実験を紹介していま

す。ブッシュネルら (Bushnell et al., 1984をGoswami,

2003 から引用) は、生後３週児と生後６週児を対象に、

単純な記号を一定期間記憶できるかどうか調べるテスト

を行いました。 実験では、予め対象の乳児に対し、「黄

色い円」などの単純な図形を定期的に見せ続けます。 そ

の後、乳児に対して予め見せ続けた見慣れた図形（例え

ば黄色い円）と、同じ形で色が異なる図形（赤い円）、色

は同じで形が異なる図形（黄色い四角）、色も形も異なる

図形をランダムに見せます。このように色や形を少しず

つ変えた図形を見せることで、乳児が何を判断できてい

るのか（色なのか形なのか）を把握することができます。

結果としては、乳児は見慣れた図形と、見慣れない図形

の違いを判断できているようでした。このことから、乳

児は一定の期間、見たものについての記憶を保持できる

ことがわかります。

また、乳児はあるものを一度見たものかどうか判断する

ことができ、目新しいものの方を好む傾向があります。

ゴスワミは、コーネルの実験を紹介しています。コーネ

ル（Cornell, 1979を Goswami, 2003から引用）は、生

後５～６ヶ月の乳児について、再認記憶の研究を行いま

した。 まず、乳児に幾何学的な図形の絵や、人の顔写真

を２０秒間見せます。その２日後に、以前見せた絵と初

めて見せる絵を乳児に見せ、どちらの絵を長く見続ける

か調べます。この際、ごく短時間ですが以前見せた絵を

確認させる時間を設けています。乳児がこの時間の内に

絵を記憶するということはありませんでした。乳児は初

めて見せた目新しい絵の方を長く見つめるという結果に

なりました。乳児は、２日間絵を記憶し、見たことのある

絵かそうでないかを判断できているのです。さらに、初

めて見る絵の方を好んで見るということもわかりました。

3. 乳児を対象とした視覚実験の手法

乳児に、見たものを判別する力があるかどうか調べると

き、心理学的に用いる手法があります。

• 視覚的選好法

ゴスワミによると、ファンツ（Fantz, 1961 を

Goswami, 2003 から引用）が用いた視覚実験の

手法のひとつに、視覚的選好法というものがありま

す。ゴスワミ（Goswami, 2003）によると、この視

覚的選好法は、乳児があるものを識別できるかどう

か調べたい時に用います。まず、２つのもの（心理

学では「刺激」といいます）を用意します。 ２つの

刺激を乳児に見せ、どちらの刺激をより好むか調べ

ます。どちらかの刺激を好む場合、乳児は刺激の違

いを判別し、刺激を識別できていると証明できます。

しかし、これは不完全なものであり、よい結果が得

られなかった場合に以下の順化法を使うことがあり

ます。

• 馴化法：

ゴスワミ（Goswami, 2003）によると馴化法では、

乳児があるものを識別できるかどうか、「馴化」と



「脱馴化」を使い分けて調べます。乳児に対して、ひ

とつの同じ刺激を提示し続けると、乳児の注視時間

（同じものを見続ける時間）は減少します。これを馴

化といいます。つまり同じものを見ることに飽きて

しまうのです。このとき、乳児に対して新しい刺激

を提示すると、注視時間が増加することがあります。

これを脱馴化といいます。つまり新しい、見たこと

のないものだと認識できているのです。この脱馴化

が起こったとき、乳児は最初に提示されていた刺激

と新しく提示された刺激を識別することができて

いるとわかります。ゴスワミはスレイターらが行っ

た研究を紹介しています。スレイターら（Slater,

Morison, ＆ Rose, 1983を Goswami, 2003から引

用）はこれらの馴化法と選好法を同時に使って、新

生児が十字と円を識別できることを示しています。

1.2 乳児の聴覚

1. マザリース

呉（呉, 2009）によると、大人が赤ちゃんに話しかけると

き、大人は自然と赤ちゃんが聞き取りやすい話し方をす

るとされています。 これをマザリース（母親語、乳児向

けの話し方とも）といいます。話しかける音声を録音し

て分析すると、基本は高い声（４００ヘルツ程度）を中

心とし、抑揚の大きな話し方であるとわかります。これ

は日本だけではなく、海外でも同じです。そして、マザ

リースは赤ちゃんの関心をひくようです。呉は、ファー

ナルド（Fernald, 1985 を呉, 2009 から引用）が行った

実験を紹介しています。生後４ヶ月の乳児を対象に、カ

メラで乳児の頭の動きを確認する実験です。乳児の右側

と左側に設置したスピーカーのどちらかから、マザリー

スか大人向けの話し方のどちらかの音声を聞かせます。

次に、反対側のスピーカーから、最初に聞かせなかった

方の音声を聞かせます。この実験のセットを計１５回行

い、乳児がマザリースの流れるスピーカーの方を向いた

回数を数えます。結果として、マザリースの方を見る回

数が１５回の半分である７～８回を超える赤ちゃんが多

く、赤ちゃんはマザリースに関心を持ちやすいことがわ

かりました。赤ちゃんは、大人が自分に話しかけている

ことを聞き、興味を持つことができます。 そして、大人

は赤ちゃんの注意をひく話し方を自然と再現することが

できるのです。

2. 聴覚優位

呉（呉, 2009）によると、大人は「視覚人間」といわれて

います。「視覚人間」は「見る」方が得意です。逆に乳児

は、「聴覚人間」といわれています。「聞く」方が得意な子

が多い傾向があります。呉は、ロビンソンら（Robinson

＆ Sloutsky, 2004を呉, 2009から引用）が行った実験に

ついて紹介しています。 実験の対象は生後８～１６ヶ月

の乳児です。乳児に音と図形のセットを同時に見せたり

聞かせたりし続けると、乳児はその音と図形に慣れて、飽

きてしまいます。これを「馴化する」といいます。順化

の後、乳児は図形から目を離したりし始めます。そこで、

音と図形のどちらかを新しくすると、乳児はまた図形を

見つめ始めます。この時、音を新しくしたときと図形を

新しくしたときの乳児が図形を見つめる時間を比べてみ

ると、音を新しくしたときの方が長いことがわかります。

さらに、どちらも変更したときと音のみ新しくしたとき

の時間は変わりません。これらのことより、乳児は図形

などを見るより、音を聴く方に興味を持つことがわかり

ます。つまり、赤ちゃんは「聞く」ことを優先しているの

です。

1.3 乳児の感覚

1. 共感覚

呉（呉, 2009）によると、赤ちゃんはひとつの感覚（例え

ば触覚）で得た情報を、他の感覚（例えば視覚）の情報と

して捉えることができます。 例として、赤ちゃんが口で

得た触覚の情報を視覚情報として捉えている事例を紹介

します。呉は、メルツォフら（Meltzoff ＆ Borton, 1979

を呉, 2009 から引用）が行った実験を紹介しています。

実験では、生後１ヶ月の赤ちゃんに、以下の図のような

表面がツルツルとしたおしゃぶりと、ボコボコとしたお

しゃぶりのどちらかを「見せずに」咥えさせます。その

後、赤ちゃんに２つのおしゃぶりを見せてみると、多く

の赤ちゃんが自分が、咥えていた方のおしゃぶり注視し

ます。赤ちゃんは口で得た触覚情報から視覚情報を得て

おり、２種類の感覚を共有することができているとわか

ります。
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